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「人権そのもの」を研修したい

　幸福を考え・感じる上で、日本人は物質的な豊さを

重視し追い求めてきた面が強かったですが、ブータン

国民は人間関係や身近な人との関係を重視し、個人が

幸せを感じることができる環境づくりを目指してきた

そうです。

　両国民が重視するものは違っていても、人権尊重の

理念が、家庭・地域・職場・学校等において生活文化

として定着し、お互いの人権を尊重することを自然に

感じたり考えたり行動することが定着した生活や社会

を目指していることは同じだったでしょう。

　さて、鳥取県は「同和対策事業特別措置法」が施

行された昭和44年７月10日を記念し、同和問題の早

期解決を目指して、昭和45年に「部落解放月間」を

設定し、特色ある啓発事業が県内で取組まれました。

それにあわせて本町は、町民一人ひとりが生き生きと

輝いて暮らせる人権尊重の町づくりを目指すことを目

的に、第33回岩美町人権講演会を７月８日に開催し

ました。

　これまでのテーマは子育てや生き方等が中心でし

たが、今回は人権に関する町民の意識調査の結果を活

かして「人権そのもの」について、全国的に著名な上

杉孝實（京都大学名誉教授）先生をお招きして『くら

しと人権』と題してご講演していただきました。

　講話内容は、①人権は生命を大切にして人間らしく

生きること②ちがいを認め活かすことで、新しいもの

が表現されること③人権は不断の努力で保持しなけ

ればならないこと等、日常生活の例をあげて丁寧にお

話いただきました。

　参加者の感想では、人権を難しいこと・理屈ぽいこ

ととこれまで受け止めていたが、講師の話の中では当

たり前のことが当たり前に話されていた。内容が当た

り前すぎて・・・・との感想等、様々でした。

　参加者の声を集計する中で、「人権そのもの」を学

ぶことは達成できたと感じると共に、日常生活全ての

面で身近なことについて人権の視点から改めて見つめ

直し、自ら感性を高め、行動につながるように努める

ことが大切と再確認しました。 （人権教育推進員）
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